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昨年夏、交換教授として本学姉妹校の復旦大学に
派遣された機会を利用して、予てから見学したいと
考えていた上海図書館新館（正式名称は上海図書館
上海科学技術情報研究所）を参観することができた。
十数年前から年賀状を交換している上海図書館国際
交流部門の責任者である S女史に館内の案内をして
いただいた。以下に上海図書館新館を紹介する 一文
を認めた次第である。
上海図書館旧館は1952年 7月に建築面積3.5万平
方メートルの公共図書館として開設された。この本
館以外に、徐家匪蔵書楼、長楽路書庫、龍呉路書庫、
匝海中路 AV資料室などがあり、蔵書数は一千余万
冊にのぼる中国第二の公共図書館であった。しかし、
上海が発展するにつれ、従来の建造物と設備はすで
に利用者の要望を十分に満足させることが不可能と
なった。そこで、 1993年春に、上海市人民政府が全
額負担して上海図書館新館の建設に着工 し、 1996年
に完工し、 1997年12月20日に開館された。旧館は市
内中心地の人民公園西北（南京路黄披口）にあった
が、新館は旧フランス租界に属し、アメリカ、フラ
ンス大使館が並ぶ淮海路の高安路に移転した。昨年
7月までは我が日本大使館が図書館東隣にあったが、
当時改装中のため別の所ヘ一時移転していた。
新館は敷地面積3.1ヘクタール、建築総面積8.3万
平方メートルあり、旧館のほぼ3倍にあたる。新館
の主体は東西 2棟の高層ビルおよびそれを取り巻く
5階建てのエプロン部分で構成されている。東酉両
棟は単一の直方休形ではなく、高さの異なる十数個
の細長い直方体が階段状に結合した構造になってい
る。この構造は文化が着実に蓄積された基盤と人類
が知識を探究するために絶えず頂上を目指して登攀
する様を象徴しているとの説明を受けた。建築群の
周辺には 1万平方メートルに近い緑地帯が設けられ、
それぞれ 「知識」 と「智慧Jと命名された広場が2
カ所ある。
新館には各種閲覧室と専用展示室が32室、閲覧座
席数が3千席、個人研究室が20室、蔵書数が1300余
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万冊あり、その規模は中国では北京図書館に次ぐも
のであり、世界十大図書館の中に入る。とりわけ、
近現代中国の中国語・英語の新聞雑誌（報刊）、欧
米の貴重書（珍本）、家系図 （家譜）、書簡（尺讀）、
拓本（碑帖）の収蔵星は中国でナンバー・ワンであ
る。蔵書は開架方式を積極的に取り入れ、閲覧室23
カ所に100万冊を配し、かつ貸し出しが認められた
中国語図書30万冊を開架している。
各種閲覧室は上海地方文献、中国近代文献、中国
語社会科学定期刊行物、同参考書 ・辞書、経済・技
術・貿易資料、中国古典漢籍・貴重書・古文書・家
系図、中国語科学技術定期刊行物、同書籍、外国語
新聞・雑誌、同書籍、同特許資料、国連資料、上海・
サンフランシスコ友誼図書、寄賄書、美術書、
CD-ROM等の閲覧室がある。
図書検索カードは各閲覧室にも配置されているが、
1階東棟休憩室には中国古典漢藉、同近代文献、上
海地方文献の書名•著者名検索カードと近代文献雑
誌、同新聞マイクロ・フイソシュ検索カードがあり、
4階まで吹き抜けた 1階四棟大ホールには中国語、
日本語、ロシア語、外国語 （日露語以外）の 4語種
に分類された哲学 ・社会科学（現在の中国ではいわ
ゆる人文科学は哲学 ・社会科学 に統合されてい
る） ・自然科学別の書名と著者名検索カードが配罹
されている 。それ以外に中国語製本済新聞、同雑誌、
同資料集、外国語製本済新聞、同雑誌、同特許資料、
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台湾・香港・アモイ製本済新聞、同雑誌の検索カー
ドも配置されている。箪者が寄贈した図書を検索し
たが、日本語検索カードは部首＋画数順にそれぞれ
6枚並べられていた。
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我々外国人がこの図書館を利用しようとすれば、
まず西棟グランドフロア東口にある「読者証J交付
申請窓口に行き、申請書に記入した後、パス・ポー
トを添えて提出する。それから東棟グランドフロア
東口にある「読者証J交付窓口に行き、規定の年間
料金（一般図書閲覧10元、特別図書閲覧25元、一般
図書館外貸出し15元＋デポジット 100元、 AV/LL資
料使用10元；特別図書． AV/LLの館外貸出しは現
在行っていない）を支払って ICカードの「読者証」
を受領する。上海浦東銀行発行の「東方カード」と
兼用できる「読者証」もある。交付されるまでの時
間を利用して、東棟グランドフロアにある中展示
ホールと全国新刊書展示販売所、西棟グランドフロ
アにある大展示ホール、青少年 PC学習室、閲覧者
食堂などを見学するのも良いだろう。
さて「読者証」を手にしたら、正面中央階段を登
り、 4階まで吹き抜けた 1階中央エントランス・
ホールに入ると、入口西側すぐに案内所があり、東
側奥に手荷物預り所があるので、案内を頼んだり、
手荷物を預けることができる。吹き抜けの空間には
4階まで上下するエスカレータが各階を繋いでおり、
南側の壁は全面ガラス窓になって自然光を十分に採
り入れている。東棟には中華人民共和国成立以前の
中国図書が、西棟にはそれ以後の図書 と外国図書が
「読者心得」の看板
それぞれ収蔵されている
ので、利用しようとする
目的の図書により、東棟
に行くべきか、西棟に行
くべきかが決まるわけで
ある。では東棟から紹介
することにしよう 。
エントランス・ホール
l階から真東に進むと 、
近代文献の貴重書を展示
するショウケースと漢
籍・近代文献検索カー
ト｀・ボックスが真ん中に置かれた休憩室があり、北
側に閲覧．複写受付カウンタがある 。さらに真東に
進むと、新聞 「申報」等の復刻版が開架されている
近代文献閲覧室がある。検索カードで調べた図書分
類番号を記入した閲覧申込書を閲覧受付に渡して借
り出し、問覧室のゆったりとした椅子に座って読む
ことができる。また休憩室から奥の南側に入ると上
海地方文献閲覧室
がある。机・椅子
がサロン風に配列
された閲覧室で、
壁や陳列ケースに
は貴重な絵画・文
化財・図書が展示
されている。さら 「智慧」庭園入口
に閲覧・複写受付カウンタの西側には上海図書館が
運営する文化講座事務室がある。
東棟 2階に上がると、立派な大型漢籍書見台付き
机と検索用 PCが配置された漢籍貴重書閲覧室があ
る。それ以外に貴重な漢籍・古文書・家系譜展示室、
古文献修復技術展示室、古文献修復工房、同工房制
作レプリカ展示即売室兼休憩室等がある。さらに東
棟 3 階に上がると、中国歴代有名文化人の書簡•原
稿・手沢本・掛け軸等を展示した「中国文化名人手
稿館」があり、東棟 4階は300人収容可能な多機能
ホールになっている。
特筆すべきことは東棟の什諾類（椅子・机・棚・
陳列台・装飾レリーフ等）がすべて 「紅木（マホガ
ニー）」で作られていることである。
さて 1階エントランスホールから真西に進んで西
棟に入ると、右手北側に書店があり、突き当たりに
4階まで吹き抜けた天窓の総合目録大ホールがあり、
そこには図書検索カード引き出しと PC十数台が配
置されており、数本の太い支柱には 5千年の文化史
のレリーフが刻み込まれている。また左手南側には
一般図書館外貸出しカウンタと複写受付カウンタが
あり、さらに左手奥に進むと新聞・雑誌閲覧室があ
る。 2階には人文・社会科学の中国書 ・雑誌・資料
集閲覧室、 3階には自然科学の中国書 ・雑誌閲覧室
以外に、複写受付カウンタ、 PCによる科学・技術
論文検索室と月間新刊書展示室、 4階には外国書・
CD-ROM閲覧室がそれぞれある。なお東棟の東半
分は 1階から 4階まで746座席ある学術シンポジウ
ム開催可能な大講常であり、劇場や映画館としても
利用可能な施設である。
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見学した日に、 S女史の紹介もあって、即座に「読
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者証」を受領することができた。その後十数回主に
東棟を利用した。まず検索カードで図書番号を調べ、
「閲覧カー ド」に必要事項を記入した後、閲覧．複
写受付カウンタに提出して、休憩室で希望図書が出
てくるのを待っ。書庫からカウンタまでは本学図書
館と同じように、 ドイツ・ジーメンス社製の図書自
動搬走システムを利用している。希望図書が出て来
ると「読者証」とともに受け取り、閲覧室に行き、
受付に 「読者証」を渡し、座席を指定してもらい、
指定席に座って、複写希望個所を調べる。その際に
数人の日本人研究者と知り合いになった。調べ終え
ると、 「複写申請書」に記入し、閲覧室受付で「読
者証」を返してもらい、閲覧．複写受付カウンタへ
図書、「複写申請書」、「読者証」を提出する。その
場で複写料金を計算してくれるので、中国紙幣で支
払い、必ず公印を押した領収書と「読者証」を受け
取っておく。 1枚のコピー代は昨年夏現在ではA3
判 1元、 A4判0.5元、 B4判0.8元であるが、外国
人であるためか、コピー代以外に「図書資料保存・
保護費用」の名目で別途料金が貴重・希少度により
1件に付き 10元単位で徴収される 。複写枚数が少な
ければ、休憩室などで待って受け取れるが、多い場
合には指定された日の午後 5時までに改めて受け取
りに来なければなら
ない。ある時市内バ
スに乗って受け取り
に行ったが、市内の
交通渋滞に遭遇して
間に合わなかったこ
とがあった。
復旦大学は上海旧 食堂の入口
市内の東北周辺部にあり、図書館は旧市内中心部の
西南寄りにあるので、図書館通いは大学正門前から
マイクロバスに乗り上海駅北口に行き（料金 3元；
所要時閏30分から 1時間）、そこから数分歩いて駅
南口にある地下鉄始発駅に行き、それに乗って衡山
路駅まで行き（料金 2元；所要時間15分前後）、そ
こから高安路に沿って北へ数分歩いて淮海中路に辿
冊
~. ~ 
図書館の玄関
り着くと、右手東側に巨大な図書館が存在して居る
ので、ほとんどこのコースを利用した。 一度帰ると
きに暴風雨に遭遇したので、図書館斜め前にある
スーパ・マーケットでしこたま食料品類を買い、タ
クシーに乗り高架高速道路を利用して復旦大学に帰
ったことがあった（料金38元；所要時間約半時間）。
昼食は東棟グランドフロアにある閲覧者食堂を利
用したが、暖かい数種類の「菜（おかず）」と「米
飯」、それに 「飲料」がファスト・フソド風に提供
されており、質量 ・値段のいずれも適正であり 、
1988年夏のモスクワ ・レーニン図書館食常は言うま
でもなく、昨夏の北京図書館のそれよりも優れた設
備と環境であった。ただ利用するときは午前11時前
か午後 1時過ぎにすべきである。正午前後の混雑ぶ
りは日本では想像不可能な状態であるからだ。また
1階中央エントランスホールには「点心（軽食）」
と「飲料」を提供するコーナがあり、そこの椅子に
座ってとてつもなく大きいガラス窓越しに、一面に
敷き詰められた広い芝生が緩やかに起伏している庭
園中央に、立ち尽くしている孔子像を眺めながら、ゆ
っくり 休息することができた。その庭園の南側には
3階建ての「招待所（ビジネスホテル相当の宿舎）」
とレストランがあり、帰国直前に S女史に挨拶に行
くと、「次回、上海図書館を利用するときには付設
の招待所に宿泊すると便利ですよ」と 言われた。
（とりい かつゆき 文学部教授）
ゆったりとした漢籍貴重書閲覧室 古文献修復工房での作業 豪華な漢籍閲覧室
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